
第 21回新型コロナウイルス感染症長野県対策本部会議 

 
  日時：令和２年８月 28日(金) 15：15～  
場所：長野県庁本庁舎３階 特別会議室  

 
次    第 

 
 
 
議 題 
 

 

 

１ 長野県新型コロナウイルス感染症・感染警戒レベルについて 
 
 
 
 
 
２ 新型コロナウイルス感染症長野県対応方針（９月１日～９月 30 日）

について 
 
 
 
 
 
３ 各部局における対応について 
 
 
 
 
 
４ その他 
 



1 佐久 3 204,929 4

2 上田 3 192,033 33

3 諏訪 2 192,163 2

4 上伊那 2 179,597 0

5 南信州 2 154,365 0

6 木曽 2 25,432 0

7 松本 2 421,314 0

8 北アルプス 3 56,323 0

9 長野 3 528,166 17

10 北信 2 82,203 0

計 2,037,228 56

（参考）全県25人⇒1.22 、51人 ⇒ 2.50
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圏域ごとの新規感染者数　（R2.8.21～R2.8.27 ※直近1週間・確定日ベース）

感染経路不明
又は調査中数

R2.8.28  9時現在

圏域
圏域人口

(R2.7.1現在）
件数

警戒
レベル

人口10万人当たりの
新規感染者数
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8月13日 8月20日 8月27日 8月27日
最大確保病床
の1/5以上

11.71% 10.28% 17.14% 17.14%
現時点確保病床
の1/4以上

41/350床 36/350床 60/350床 60/350床 Ⅳ
最大確保病床
の1/2以上

8月13日 8月20日 8月27日 4月20日
最大確保病床
の1/5以上

0 0 2.08% 25.00%
現時点確保病床
の1/4以上

0/48床 0/48床 1/48床 3/12床 Ⅳ
最大確保病床
の1/2以上

8月13日 8月20日 8月27日 8月27日 Ⅲ 15人以上

1.77 1.42 2.69 2.69
Ⅳ 25人以上

8月6日
～12日

8月13日
～19日

8月20日
～26日

4月15日 Ⅲ 10%

1.18 1.47 3.74 6.42%
Ⅳ 10%

8月7日
～13日

8月14日
～20日

8月21日
～27日

Ⅲ
直近1週間が

先週1週間より多い

0.88 0.88 2.74
Ⅳ

直近1週間が
先週1週間より多い

8月3日
～9日

8月10日
～16日

8月17日
～23日

7月20日
～26日 Ⅲ 50%

30.7% 5.8% 20.0% 37.50%
Ⅳ 50%

Level２ 6 8 6
8月12日
～19日

Level３ 4 2 4 4

Level４ 0 0 0
(Level３の
圏域数)

(注)直近１週間の感染経路不明者の割合は、速報値であり、調査結果により修正される場合があります。

人口10万人
当たりの
療養者数

圏域ごとの
Level２～４
の圏域数

直近１週間の
感染経路不明者
の割合(％)

直近１週間と
先週１週間の比較

（直近１週間の人口10万人
あたりの新規感染者数）

－

ＰＣＲ検査
陽性率

(LAMP法による
検査を含む）

－

先々週 先週 今週

国のステージの
区分・指標

上段：ステージⅢ
下段：ステージⅣ

Ⅲ

長野県での
ピーク値

重症者／
受入可能病床数
の割合（％）

入院者／
受入可能病床数
の割合（％）

モニタリング
指標

　　モニタリング指標の状況

Ⅲ
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上田圏域に「新型コロナウイルス特別警報」を発出します（案） 

令和２年８月 28日  

新型コロナウイルス感染症長野県対策本部長  

 

１ 趣旨 

県内での感染者の急増が続いています。県内の直近１週間（８月 21日～８月 27日）の新規感

染者は 56 人となり、人口 10 万人当たりでは 2.74 人と 2.5 人を超えました。これは、長野県新

型コロナウイルス感染症・感染警戒レベルにおける全県又は一部圏域をレベル４に引き上げる目

安となる基準に該当します。 

ただし、圏域ごとの感染状況に差があるため、感染が拡大しつつあり、特に警戒が必要な状況

と認められる圏域として、直近１週間で 33人の新規感染者（人口 10万人当たり 17.18人）が発

生した上田圏域の感染警戒レベルをレベル４に引き上げ、「新型コロナウイルス特別警報」を発

出します。 

県としては、次のとおり対策をさらに強化し、感染拡大防止を図ってまいります。 

（なお、特措法の根拠規定を記載した取組以外は、長野県新型コロナウイルス感染症等対策条例

（令和２年長野県条例第 25号）第５条に基づく感染症対策として実施するものです。） 

 

２ 上田圏域における県の対策強化について 

  上田圏域におけるさらなる感染拡大を防ぐため、県として実施する感染症対策を次のとおり強

化します。上田圏域にお住まいの方、訪問される方、事業者の皆様は、県の対策にご協力いただ

くとともに、別紙「感染拡大防止のお願い」を遵守して行動してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  クラスター対策のさらなる徹底を行います 

   濃厚接触者の把握と全員検査に加え、接触者についても幅広く検査対象として検査を実施す

るとともに、クラスター対策チーム（CCT-Nagano）を派遣して重点的に対応します。 

 

②  感染拡大予防ガイドラインの遵守を徹底するとともに、遵守していない接待を伴う飲食店

等の利用を控えるよう要請します               （特措法第 24 条第９項） 

   接待を伴う飲食店等において多数の感染者が発生しています。 

   事業者の皆様に、感染拡大予防ガイドラインの遵守を徹底するとともに、「新型コロナ対策

推進宣言」を行い、対策を講じていることを店内に掲示してお客様に協力を呼びかけるよう要

請します。 

また、接待を伴う飲食店等を利用する場合は、店内における対人距離の確保、マスクの着用、

施設の換気・消毒などの対策がとられているか、「新型コロナ対策推進宣言」を行っているかな

ど、事前に電話等で確認し、感染拡大予防ガイドラインを遵守していない店の利用を控えるよ

う、上田圏域にお住まいの方や訪問される方に要請します。 

① クラスター対策のさらなる徹底を行います 

② 感染拡大予防ガイドラインの遵守を徹底するとともに、遵守していない接待を伴う飲食店

等※の利用を控えるよう要請します ※別表のとおり 

③ 市町村等と連携し一定の地域を対象としたＰＣＲ等検査を実施します 

④ 市町村が商店会等へ行う取組の支援を検討します 

⑤ 療養者の増加を踏まえ宿泊療養施設の一部について運用を開始します 

⑥ 保健所の体制を強化します 
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③  市町村等と連携し一定の地域を対象としたＰＣＲ等検査を実施します 

市町村等と連携し、クラスターが発生するなどしている地域の居住者、勤務者等のうち、希

望する方に対してＰＣＲ等検査を集中的に行います。 

 

④  市町村が商店会等へ行う取組の支援を検討します 

クラスターの発生等によって感染が拡大し、影響を受けた商店会等が、さらなる感染拡大を

防ぐとともに、経済活動の早期の再開を図るために行う感染拡大防止策等の取組を支援する

市町村に対し、県として支援を検討します。 

 

⑤  療養者の増加を踏まえ宿泊療養施設の一部について運用を開始します 

療養者の増加を踏まえ医療機関の負担軽減を図るため、東信地域で宿泊療養施設の運用を開

始することとし、住民・事業者の皆様に安心していただける医療提供体制の整備を行います。 

 

⑥  保健所の体制を強化します 

感染が拡大している上田圏域に、他の圏域からの応援職員を派遣することなどにより、保健

所の人員等の体制を強化し、多数の症例においても積極的疫学調査を継続できる体制を整備し

ます。 

 

 

 

 

上田圏域にお住まいの方、訪問される方、事業者の皆様は、自らを感染から守り、また自らが

感染源となって感染を拡大させることがないよう慎重な行動をお願いするとともに、県が強化す

る対策の実施にご協力いただくようお願いします。 

また、患者・感染者、医療機関や福祉施設等で治療等に携わっている方々、交通機関や物流な

ど県民生活の維持に必要な業務に従事されている方々やその家族に対し、人権侵害が起きないよ

う配慮いただくとともに、感染拡大している地域に居住する方々や当該地域と行き来されている

方々に対し、不当な差別的取扱いや誹謗中傷を行わないようお願いします。 

県では、市町村等と連携してまん延防止のための対策や医療提供体制及び検査体制の充実を一

層推進するとともに、県民の皆様への働きかけを徹底してまいります。 

県民皆で力を合わせこの難局を乗り越えていきましょう。 
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  接待を伴う飲食店等 

 

 

 

※１ 新型インフルエンザ等対策特別措置法施行令第 11 条第１項第 11 号の遊興施設等に

あたるもの 

※２ 接待を伴うものに限る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類 施設 要請内容 

接待を伴う 

飲食店等※1 

キャバレー 

感染拡大予防ガイドラインを遵守して

いない接待を伴う飲食店等の利用を控

えるよう要請 

ナイトクラブ 

ダンスホール 

スナック※２ 

バー※２ 

ダーツバー※２ 

パブ※２ 

性風俗店 

ライブハウス 

別表 
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感染拡大防止のお願い 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 感染者が多数発生している地域との往来に当たっては十分ご注意ください 

県外と往来するに当たっては、基本的な感染防止策を徹底するなど、慎重な行動をお願いし

ます。 

また、直近１週間の人口 10 万人当たり新規感染者数が 2.5 人を上回っている都道府県への

往来については、往来自体の必要性を改めて検討するとともに、高齢者等の重症化リスクの高

い方の往来は控えることを検討してください。 

なお、県内においても感染者が増加している地域がありますので、県内の移動に当たっても、

慎重な行動を心掛けてください。 

また、感染拡大が懸念されている地域を含め、他県から当県へ来訪した方は、基本的な感染

防止策を徹底し、旅行中に風邪等の症状が現れたら、直ちに最寄りの有症状者相談窓口にご相

談ください。 

 

② 信州版「新たな日常のすゝめ」に沿った行動を徹底してください 

   新型コロナウイルス感染症が、飛沫や接触によりウイルスが目・鼻・口から入って感染する

ことを踏まえ、感染を防止するための行動を自ら考え、実践するようお願いします。 

感染防止の３つの基本（身体的距離の確保、人混み等でのマスク着用、手洗い・手指消毒）

を徹底するとともに、クラスター（集団感染）発生リスクが高い「３つの密」を回避し、毎日

の健康チェックを欠かさず行うなど、信州版「新たな日常のすゝめ」に沿った行動を徹底して

ください。高齢者など重症化リスクが高い方は、特にご留意ください。 

特に、会食及び飲み会については、当県においても感染例が確認されていることから、「３

密」になりやすい場での多人数による実施や、長時間に及ぶ会食、大声を出す行動等を控える

など、感染リスクが高い行動を避けるように努めてください。 

また、店舗等を利用する場合は、マナーとしてマスクを着用するとともに、手指の消毒など

店舗等の講じている感染予防策にご協力ください。 

 

 

 

 

別紙 

 
① 感染者が多数発生している地域との往来に当たっては十分ご注意ください 

・また、県外からの帰省についてはご家族と相談して慎重に検討してください 

② 信州版「新たな日常のすゝめ」に沿った行動を徹底してください 

・会食、飲み会では感染リスクの高い行動を避けるよう努めてください 

・店舗等の講じている感染防止策にご協力ください 

③ 発熱等の症状があり、心配な時は速やかに保健所等に電話でご相談ください 

④ 重症化しやすい方を守ってください 

⑤ 事業所での対策の徹底をお願いします 

・「新型コロナ対策推進宣言」を行うよう努めてください 

・感染拡大予防ガイドラインを遵守するよう努めてください 
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③ 発熱等の症状があり、心配な時は速やかに保健所等に電話でご相談ください 

新型コロナウイルス感染症の初期の症状は、風邪と見分けがつきません。定期的な検温など

健康観察を行っていただくとともに、発熱等の症状がある場合には外出を控え、心配な時は速

やかに保健所やかかりつけ医に電話でご相談ください。 

また、医療機関において感染が発生すれば、医療従事者の感染を招くなど、医療供給体制の

ひっ迫を招きかねません。そのため、直接医療機関を受診することは避けてください。 

 

④ 重症化しやすい方を守ってください 

ご家族や周囲に高齢者や持病がある方など重症化リスクが高い方がいらっしゃる場合には、

「ウイルスをうつさない」意識を持って行動をお願いします。 

また、病院や高齢者施設、障がい者施設においては、重症になりやすい患者や利用者の安全

を守る上で、外部からウイルスを持ち込まないことが特に重要です。お見舞いや面会について

は、症状のない方も含めてできるだけ控えてください。 

 

⑤ 事業所での対策の徹底をお願いします 

(1) 不特定多数の方が利用する事業所にあっては職場における感染拡大防止について改めて

徹底いただくとともに、従業員お一人お一人に感染予防のための行動を促していただくよ

うお願いします。  

具体的には、職場内での３密を避ける、従業員の健康観察、発熱等がある場合の休暇取得、

時差出勤や在宅勤務・テレワークの活用、感染拡大地域への出張の再検討などを一層徹底い

ただくようお願いします。  

また、「新型コロナ対策推進宣言」を行うように努め、ステッカーを掲示してお客様にも

お知らせするとともに、感染防止策にご協力いただくよう呼びかけてください。 

(2) 業界ごとに策定される感染拡大予防ガイドラインを遵守し、業種の特性に応じて、適切な

感染防止策（入場者の制限（席数や面積に応じた制限等）、施設内での物理的距離の確保、

客が手を触れられる箇所の定期的な消毒、客の健康状態の聞取り、入口での検温、マスクの

着用、換気等）を講じてください。なお、ガイドラインを遵守するための取組については、

持続化補助金による支援が受けられますので、県にご相談ください。 

 

 

 

 

 



北アルプス圏域の感染警戒レベルを３から２に引き下げます（案） 

令和２年８月 28日  

新型コロナウイルス感染症長野県対策本部長  

８月 12 日に北アルプス圏域について、クラスターが複数発生したことから感染警戒レ

ベルをレベル３に引き上げ、「新型コロナウイルス警報」を発令しました。 

今回発生したクラスターの事例における最終の感染者が発生してから、本日で 14 日間

経過しますが、現時点で、その事例に係る新たな感染者が発生していないため、８月 29日

から北アルプス圏域の感染警戒レベルを３から２に引き下げます。 

長野県にお住いの方、訪問される方、事業者の皆様等におかれましては、「新型コロナ

ウイルス注意報」は依然として発令中であることにご注意いただき、別紙のとおり、感染

防止策へのご協力を引き続きお願いします。 

 

感染警戒レベル４の圏域 １圏域 

 上田圏域 

感染警戒レベル３の圏域 ２圏域 

 佐久圏域、長野圏域 

感染警戒レベル２の圏域 ７圏域 

 諏訪圏域、上伊那圏域、南信州圏域、 

木曽圏域、松本圏域、北アルプス圏域、 

北信圏域 

  ○・・・感染警戒レベル４の圏域 

  ○・・・感染警戒レベル３の圏域 

  ○・・・感染警戒レベル２の圏域 

 

資料４ 



 
感染拡大防止のお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 感染者が多数発生している地域との往来に当たっては十分ご注意ください 

県外と往来するに当たっては、基本的な感染防止策を徹底するなど、慎重な行動をお願いしま

す。 

また、直近１週間の人口 10万人当たり新規感染者数が 2.5人を上回っている都道府県への往

来については、往来自体の必要性を改めて検討するとともに、高齢者等の重症化リスクの高い方

の往来は控えることを検討してください。 

夏季における県外からの帰省は、ご家族と相談して、慎重に検討してください。帰省をされる

場合は、帰省前から３密空間を避けるとともに、帰省後は飲食店や知人宅での会食を控え、ご高

齢の方との接触を最小限にするなど慎重な行動をとってください。また、風邪症状などの体調の

異変がある場合は帰省を控えてください。 

また、感染拡大が懸念されている地域を含め、他県から当県へ来訪した方は、基本的な感染防

止策を徹底し、旅行中に風邪等の症状が現れたら、直ちに最寄りの有症状者相談窓口にご相談く

ださい。 

 

② 信州版「新たな日常のすゝめ」に沿った行動を徹底してください 

   新型コロナウイルス感染症が、飛沫や接触によりウイルスが目・鼻・口から入って感染する

ことを踏まえ、感染を防止するための行動を自ら考え、実践するようお願いします。 

感染防止の３つの基本（身体的距離の確保、人込み等でのマスク着用、手洗い・手指消毒）を

徹底するとともに、クラスター（集団感染）発生リスクが高い「３つの密」を回避し、毎日の健

康チェックを欠かさず行うなど、信州版「新たな日常のすゝめ」に沿った行動を徹底してくださ

い。高齢者など重症化リスクが高い方は、特にご留意ください。 

特に、会食及び飲み会については、当県においても感染例が確認されていることから、「３密」

になりやすい場での多人数による実施や、長時間に及ぶ会食、大声を出す行動等を控えるなど、

感染リスクが高い行動を避けるように努めてください。 

また、店舗等を利用する場合は、マナーとしてマスクを着用するとともに、手指の消毒など店

舗等の講じている感染予防策にご協力ください。 

 

 

 
① 感染者が多数発生している地域との往来に当たっては十分ご注意ください 

・また、県外からの帰省についてはご家族と相談して慎重に検討してください 

② 信州版「新たな日常のすゝめ」に沿った行動を徹底してください 

・会食、飲み会では感染リスクの高い行動を避けるよう努めてください。 

・店舗等の講じている感染防止策にご協力ください 

③ 発熱等の症状があり、心配な時は速やかに保健所等に電話でご相談ください 

④ 重症化しやすい方を守ってください 

⑤ 事業所での対策の徹底をお願いします 

・「新型コロナウイルス対策推進宣言」を行うよう努めてください 

・感染拡大予防ガイドラインを遵守するよう努めてください 

別紙 



 

③ 発熱等の症状があり、心配な時は速やかに保健所等に電話でご相談ください 

新型コロナウイルス感染症の初期の症状は、風邪と見分けがつきません。定期的な検温など健

康観察を行っていただくとともに、発熱等の症状がある場合には外出を控え、心配な時は速やか

に保健所やかかりつけ医に電話でご相談ください。 

また、医療機関において感染が発生すれば、医療従事者の感染を招くなど、医療供給体制のひ

っ迫を招きかねません。そのため、直接医療機関を受診することは避けてください。 

 

④ 重症化しやすい方を守ってください 

ご家族や周囲に高齢者や持病がある方など重症化リスクが高い方がいらっしゃる場合には、

「ウイルスをうつさない」意識を持って行動をお願いします。 

また、病院や高齢者施設、障がい者施設においては、重症になりやすい患者や利用者の安全を

守る上で、外部からウイルスを持ち込まないことが特に重要です。お見舞いや面会については、

症状のない方も含めてできるだけ控えてください。 

 

⑤ 事業所での対策の徹底をお願いします 

(1) 不特定多数の方が利用する事業者の皆様にあっては職場における感染拡大防止について

改めて徹底いただくとともに、従業員お一人お一人に感染予防のための行動を促していただ

くようお願いします。  

具体的には、職場内での３密を避ける、従業員の健康観察、発熱等がある場合の休暇取得、

時差出勤や在宅勤務・テレワークの活用、感染拡大地域への出張の再検討などを一層徹底い

ただくようお願いします。  

また、「新型コロナウイルス対策推進宣言」を行うように努め、ステッカーを掲示してお客

様にもお知らせするとともに、感染防止策にご協力いただくよう呼びかけてください。 

(2) 業界ごとに策定される感染拡大予防ガイドラインを遵守し、業種の特性に応じて、適切な

感染防止策（入場者の制限（席数や面積に応じた制限等）、施設内での物理的距離の確保、客

が手を触れられる箇所の定期的な消毒、客の健康状態の聞取り、入口での検温、マスクの着

用、換気等）を講じてください。なお、ガイドラインを遵守するための取組については、持

続化補助金による支援が受けられますので、県にご相談ください。 

 

 

以上の点に十分ご留意いただき、自らを感染から守るとともに、自らが感染源となって感染を

拡大させることがないよう、皆様の一層のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

また、患者・感染者、医療機関や福祉施設等で治療等に携わっている方々、交通機関や物流など

県民生活の維持に必要な業務に従事されている方々やその家族に対し、人権侵害が起きないよう

配慮いただくとともに、感染拡大している地域に居住する方々や当該地域と行き来されている

方々に対し、不当な差別的取扱いや誹謗中傷を行わないようお願いします。 

 

県では、市町村等と連携してまん延防止のための対策や医療提供体制及び検査体制の充実を一

層推進するとともに、県民の皆様への働きかけを徹底してまいります。 

 

県民皆で力を合わせこの難局を乗り越えていきましょう。 
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長野県新型コロナウイルス感染症対応方針（９月１日～９月 30日）（案） 

～第２波の収束に向けた対策と社会経済活動の両立～ 

 

令和２年８月 28 日 

新型コロナウイルス感染症長野県対策本部  

 

 

１ 現状・基本認識 

 

（１）現状  

令和２年５月 25 日の緊急事態宣言解除後、一旦落ち着きを見せていた新規感染者

は、６月以降東京都を中心に増加傾向となり、都市部から地方にかけて全国的な感染

拡大が生じている。 

直近１週間（８月 21 日から 27 日まで）の全国の人口 10 万人当たり新規感染者数

（公表日ベース）は 4.54 人で、前の週（８月 14 日から 20 日まで）の 5.87 人と比べ

て減少しているものの、重症者数及び死亡者数は増加傾向にあり、一部地域では、医

療提供体制のひっ迫が懸念されるなど、未だ予断を許さない状況にある。 

本県においても、７月 11 日以降連日のように新規感染者が確認されており、「第２

波」を迎えている状況にある。７月 29 日には、長野県全域の新型コロナウイルス感

染症・感染警戒レベルを２に引き上げ注意報を、８月４日には、佐久、上田及び北信

の３圏域について、初めてレベルを３に引き上げ警報を発出した。 

さらに、８月 28 日には、全県の直近１週間の新規感染者数がレベル４の基準（人

口 10 万人当たり 2.5 人）を超えたため、感染が拡大しつつあり、特に警戒が必要な

状況が認められる上田圏域のレベルを４に引き上げ、「新型コロナウイルス特別警報」

を発出し、さらなる対策の強化を図ることとした。 

現時点での、本県の直近１週間（８月 21 日から 27 日まで）の状況を見ると、人口

10 万人当たり新規感染者数は 2.74 人と、前の週（８月 14 日から 20 日まで）の 0.88

人と比べて大幅に増加しており、今後、本県においてもさらなる感染の拡大が生ずる

おそれがあるか、緊張感を持って県内外の感染状況を注視しつつ、迅速かつ的確に対

策を講じていくことが必要な状況となっている。 

 

（２）基本認識 

９月の１か月間は、いかに「第 2 波」を収束させるかを主眼としつつ、社会経済活

動を活性化させるとともに、今後訪れる可能性のある第３波、第４波に備える重要な

時期である。 

新型コロナウイルス感染症のリスクは身近に存在しており、ウイルスとの共存を図

るためには、「新しい生活様式」の実践を徹底するとともに、誰もが感染する可能性

があるという当事者意識の浸透と、感染者等を温かく迎える地域づくりを推進する必

資料５ 
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要がある。 

また、感染拡大に備え医療提供体制や検査体制の充実を引き続き進めるとともに、

感染拡大の兆しを的確に捉え、直ちに対策を強化できる体制を整える必要がある。 

こうした対策を実施しながら、冷え込んでいる県内経済の再生を図るため、消費喚

起、県内観光の促進等経済活動の活性化を支援するとともに、県民生活を支援し、感

染防止対策と社会経済活動を両立させる取組を鋭意進めていかなければならない。 

県としては、すべての県民と連帯協力してこの危機を乗り越えていくため、学びと

自治のアプローチにより、県民の自己決定の最大限の尊重を基本に対策を講じていく。 

以上の認識の下、９月１日から９月 30 日までの対策においては、以下の５点を重

点として、進めることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

  なお、感染状況の変化や国の方針の変更等により必要が生じた場合は、期間中であ

っても本対応方針を見直すものとする。 

 

 

２ 第２波の収束に向けた的確な対策を実施するための取組《重点１》 

 

「感染警戒レベル」による感染状況の把握と迅速な対策の強化 

県独自に定めた感染警戒レベルによって、圏域ごとの感染リスクの状況を正し

く把握するとともに、直近１週間の人口 10 万人当たりの新規感染者数、入院者

／受入可能病床数の割合、重症者／受入可能病床数の割合を重要な指標とし、他

の指標も含めて常時モニタリングする。 

また、感染が増加した圏域においては必要な要請等を行うほか、積極的な検査

の実施、必要な宿泊療養施設の確保、保健所体制の強化など、感染症対策を強化

する。 

〔危機管理部・健康福祉部〕 

 

 

３ 「新しい生活様式」の定着を推進するための取組《重点２》 

 

（１）「新しい生活様式」の定着推進 

新型コロナウイルス感染症が、飛沫や接触によりウイルスが目・鼻・口から入

って感染することを踏まえ、県民の皆様が感染を防止するための行動を自ら考え、

１ 第２波の収束に向けた的確な対策を実施すること 

２ 「新しい生活様式」の定着を推進すること 

３ 医療・検査体制の整備など感染拡大への備えを進めること 

４ 県民の皆様の生活を支え、経済の再生を図ること 

５ 誹謗中傷等を抑止し県民の絆を守ること 
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実践できるよう、「信州版『新たな日常のすゝめ』」及び「新型コロナウイルス感

染症対策長野県県民手帳」について周知を図り、「新しい生活様式」に沿った行動

の定着を推進する。 

とりわけ店舗・事業所に入るときなど人と接する場合は、マスクの着用をマナ

ーとして行うよう呼びかけるとともに、「うつらない」（自分を守る）、「うつさな

い」（周囲を守る）、「ひろげない」（地域を守る）ための行動の定着を図る。 

これらの感染を防止するための行動については、感染拡大が懸念されている地

域を含め、他県から当県へ来訪した方に対しても周知を図り、必ず自分の健康観

察を行い、風邪症状がある場合は外出を控えることや、自己の行動歴について記

録しておくことなどについて呼びかけていく。  

〔各部局〕 

 

（２）感染者が多数発生している地域との往来 

多くの都道府県で、直近１週間の人口 10 万人当たりの新規感染者数が 1.0 人

を上回っていることを踏まえ、県として、他の都道府県への往来に当たっては、

次のとおり慎重な行動をとることを県民に呼びかける。 

・人ごみを避ける。 

・接客を伴う飲食店などクラスターの発生する可能性のある場所への訪問を控

える。 

・感染防止の３つの基本（身体的距離の確保、人混みの中でのマスク着用、手

洗い・手指の消毒）など、基本的な感染防止策を徹底する。 

・当該地域から戻った後も自らの健康観察を行うとともに、行動歴について記

録する。 

    また、感染拡大がさらに進んだ都道府県（直近１週間の人口 10 万人当たりの

新規感染者数が 2.5 人を上回っている都道府県）への往来については、必要性

をあらためて検討し、慎重に判断するとともに、高齢者等の重症リスクの高い

方にはできるだけ往来を控えることを検討するよう呼びかける。 

    なお、県内においても感染者が増加している地域があるため、県内の移動に

当たっても慎重な行動をとることを呼びかける。 

〔危機管理部・観光部〕 

 

（３）新型コロナウイルス感染症対策長野県県民手帳の配布 

 基本的な感染対策や相談窓口等を紹介するほか、個人の体調や行動履歴が記入

できる「新型コロナウイルス感染症対策長野県県民手帳」を県民に配布する。 

〔健康福祉部・営業局〕 

 

（４）高齢者など重症化リスクの高い方々を守る取組 

    高齢者や基礎疾患のある方など、重症化リスクの高い方の感染を予防するため、

市町村等とも連携して、これらの方々への情報発信を強化するとともに、高齢者
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等の集まる場所の運営者に感染防止に関する注意喚起を改めて行う。 

    また、高齢者が多く利用するスーパーなどの店舗に対しても、混雑が避けられ

る時間の周知など、密集を避けるための対策等を働きかける。 

                    〔健康福祉部・産業労働部・危機管理部〕 

 

（５）事業者へのガイドラインの周知を通じた感染防止策の徹底の要請 

事業者に対して、業界ごとに策定される感染拡大予防ガイドライン（以下「ガ

イドライン」という。）の周知を図り、適切な感染防止策（入場者の制限（席数や

面積に応じた制限等）、施設内での物理的距離の確保、客が手を触れられる箇所

の定期的な消毒、客の健康状態の聞取り、入口での検温、マスクの着用、換気等）

の徹底を促す（特措法第 24 条第９項）。 

特に、対策本部地方部のガイドライン周知・推進チームにより、市町村や関係

団体と連携しながら、様々な機会を捉えて個別の事業者へのガイドラインの浸透

を図る。 

また、適切な感染防止策の実施に当たっては、国の「持続化補助金」及び県の

上乗せ補助等により支援を行っていることを周知し、活用を促す。 

〔各部局〕 

 

（６）商店街による取組の支援 

    飲食店等に対し、商店街と連携しガイドラインの遵守に向けた取組を支援する

とともに、飲食店等が行う感染防止策に対し、「持続化補助金」等を活用するよ

う周知するなど、きめ細かな支援を行う。 

                                〔産業労働部〕 

 

（７）「新型コロナ対策推進宣言」の推進 

経済活動の再開及び需要喚起を図るため、新型コロナ対策経営推進員（商工会・

商工会議所の経営指導員等）の助言・指導のもと、自ら適切な感染防止策を検討・

実施する事業者を増やし、安心して利用や買い物等ができる環境づくりを行う。 

〔産業労働部〕 

 

（８）会食、飲み会における感染リスクについての注意喚起 

 会食や飲み会における感染が増加していることを踏まえ、会食等に際しては、

「３密」になりやすい場での多人数による実施や、長時間におよぶ会食、大声を

出す行動等を控えるなど、感染リスクが高い行動を避けるよう、県民及び他県か

らの来訪者に呼びかける。 

また、飲食店等を利用する場合は、「新型コロナ対策推進宣言」の実施など感染

防止策を講じている店舗の利用が望ましい旨を周知する。 

                              〔各部局〕 
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（９）「新しい生活様式」に適応した事業活動の支援 

観光関連事業者等中小企業者がグループで行う生産性向上に向けた新たな取

組等を支援するとともに、顧客との密接を避けることが難しい理美容業等の小規

模事業者の感染防止策を支援する。 

〔産業労働部・営業局〕 

 

（10）「新しい生活様式」に適応した公共交通機関の利用促進 

    県民の生活・経済の安定に不可欠な地域公共交通を安心して利用できるよう、

安全運行を継続するために必要な対策を講じる事業者を支援するとともに、利用

者に対し、時差出勤、マスクの着用及び会話を控えめにすることの協力の呼び掛

けなど、事業者、業界団体と一体となって取り組む。 

〔企画振興部〕 

 

（11）不特定多数の人が利用する施設・店舗等における営業 

スーパーマーケットなど、不特定多数の人が利用する施設・店舗等においては、

その特性に応じて、入場制限、混雑時間帯の掲示、レジ等における物理的距離の

確保など感染防止策を徹底するよう要請する。 

特に、多くの県外者の利用が見込まれる博物館、美術館、観光施設等において

は、必要に応じて施設利用者名簿の作成等による連絡先の把握について施設管理

者に働きかける。 

〔危機管理部・健康福祉部・産業労働部〕 

 

（12）施設・店舗等での感染者確認時の対応等 

施設・店舗等の利用者や従事者等に感染者が確認された場合、保健所が実施す

る疫学調査への協力を求める。また、疫学調査の結果、感染拡大防止のため必要

な範囲において、施設・店舗の名称を公表するとともに、安全が確認されるまで、

一時閉鎖を実施した事業者を支援する。 

なお、飲食店等においてガイドラインに掲載されているような感染防止策が適

切に講じられていなかったことが、感染の要因と考えられるときは、その旨を公

表して感染防止策の徹底を促すことを改めて周知する。 

〔危機管理部・健康福祉部・産業労働部〕 

 

（13）観光地・観光施設における感染防止対策 

    観光関連事業者に対し各業界におけるガイドライン等に基づく感染防止対策

の徹底を依頼するとともに、宿泊施設において緊急時に適切な対応ができるよう、

感染疑い事例発生時の対応 Q&A を広く周知するとともに、本県を訪れる観光客

に対しても「信州版 新たな旅のすゝめ」を活用して感染防止対策の啓発を強力

に行う。 

また、事業者や市町村等関係機関と連携・協力して、観光地における感染症対
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策の強化を図る。 

〔健康福祉部・観光部〕 

 

 

４ 医療・検査体制の整備など感染拡大への備えを進めるための取組 

《重点３》 

 

（１）医療提供体制の充実 

 これまでの患者発生状況を踏まえた患者推計を基に、600 人規模の感染者を想

定して整理した、350 名程度の入院患者（うち重症者 48 名）、250 名程度の宿泊

療養者のフェーズに応じた受入体制を維持するとともに、軽症・中等症・重症を

治療する医療機関の具体的な役割分担や連携方法を決め、症状に応じて適切な医

療が受けられるよう調整本部等で受入先を調整する。 

また、季節性インフルエンザの流行期に備え、医療が十分機能するような体制

の整備を進める。 

〔健康福祉部〕 

 

（２）検査体制等の拡充 

これまでの患者発生状況を踏まえた患者推計を基に、１日 1,000 件以上の検査

が可能となるよう検査体制を強化していく。 

引き続き、簡易診察及び検体採取を行う外来・検査センターを県下 10 医療圏

に設置するとともに、十分な検査処理能力を確保することにより、円滑な検査体

制を構築する。 

また、有症状者相談窓口において、必要な方が適切なタイミングで医療を受け

られるよう幅広く相談に応じる。 

〔健康福祉部〕 

（３）医療資材・人材の確保等 

 県として、医療機関等の需要を把握し、マスク等の必要な医療資材を確保しつ

つ、急激な感染者の増加により緊急にアイソレーションガウン、フェイスシール

ドといった医療資材を必要とする場合に、供給できるよう備蓄を図る。 

また、人員が不足する医療機関等に対して必要な人的支援を機動的に行う体制

を構築する。 

福祉現場において、感染者が発生した場合に他の社会福祉法人からの応援職員

を派遣する体制を構築する。 

〔健康福祉部〕 

 

（４）医療機関、社会福祉施設等におけるクラスター感染の防止等 

重症化リスクの高い方が利用する医療機関や社会福祉施設等における院内（施

設内）感染を防止するため、従業者等に発熱等の症状がある場合には、速やかに
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検査を実施するとともに、院内（施設内）において感染者が発生した場合には、

その接触者に対して幅広く検査を実施するなど積極的に感染拡大防止のための

措置を講じる。 

また、クラスター感染を防止するため、発生施設に対し速やかにクラスター対

策チームを派遣する。 

〔健康福祉部〕 

 

 

５ 県民の皆様の生活を支え、経済の再生を図るための取組《重点４》 

 

（１）長野県新型コロナ対策産業支援・再生本部会議における取組の共有等 

事業継続を支援する「緊急支援フェーズ」、「新しい生活様式」の定着に向けた

取組を支援する「適応（With コロナ）フェーズ」、本格的な経済再生に向けた「再

生フェーズ（ワクチン等開発後）」ごとの課題や支援策について関係団体ととも

に共有・検討する。 

    〔産業労働部〕 

 

（２）経営を継続し雇用を守る事業者への支援 

事業者が必要な支援を受けられるよう、社会保険労務士、行政書士を配置する

「産業・雇用総合サポートセンター」を地域振興局及び労政事務所に設置し、相

談、書類作成、申請等を支援する。 

〔産業労働部〕 

 

（３）失業者等の就労支援  

県・市町村・県民連携による「長野県あんしん未来創造基金」を県社会福祉協

議会に造成し、新型コロナウイルスの影響による失業者等で、一般の就労支援で

就職につながっていない方の就労を支援し、生活資金の確保を図る。 

また、地域振興局の「就業支援デスク」を強化し、人手不足分野とのマッチン

グや職業訓練の提案など、失業者一人ひとりに寄り添った就労支援を実施する。 

さらに、ジョブカフェ信州において、キャリアコンサルティングや職場実習の

支援枠を拡充し、より多くの失業者や就職困難者の正規就労を支援する。 

〔産業労働部〕 

 

（４）信州地域支えあいキャンペーン 

地域住民による旅館・ホテルの利用促進、県産食材や花きの積極的な購入、ク

ラウドファンディングを活用した飲食店の支援など、各地域から支えあいの輪を

広げ、県内経済の再生を促進する。 

〔営業局・観光部・農政部〕 
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（５）With コロナ時代における観光産業振興に向けた取組 

    市町村や関係者と連携して、国の Go To トラベル事業の活用などにより、引

き続き地域・県民の支えあいによる県内観光振興を図る。 

また、観光客とその受入側の観光地双方にとって安全・安心な観光地域づくり

を目指し、事業者や市町村等関係機関と連携して、観光地・観光施設における感

染防止対策を推進するとともに、観光客に対してもその主体として意識を高める

取組を展開し、感染拡大防止と観光振興の両立を図る。 

さらに、新しい生活様式の定着による観光ニーズの変化への対応を地域ととも

に推進するため、「With コロナ時代における長野県観光振興方針(仮称)」を策定

し、今後の観光関連産業の振興に向けた指針とする。 

〔観光部〕 

 

（６）新型コロナウイルス感染症の影響から県民の命とくらしを守る取組 

新型コロナウイルス感染症の影響から県民の命とくらしを守るため、部局横断

で生活者支援や自殺対策の課題等を整理・検討し、市町村等と連携して、支援策

の改善等の検討や効果的な情報発信を行う。 

〔県民文化部・健康福祉部・産業労働部・教育委員会〕 

 

（７）農家等の経営継続に向けた取組 

県産農産物の需給状況、価格動向を注視しながら、国の事業を最大限活用し、

次期作や新たな生産・販売方式の導入に必要な経費等を支援するなど、農家の営

農継続を後押しする。 

また、県産花きの活用キャンペーンや、牛肉等の学校給食への提供などにより、

県産農産物の域内消費の拡大を図る。 

〔農政部・営業局・教育委員会〕 

 

（８）地域の支えあいによる消費の促進 

大きな消費の落ち込みの影響を受けている事業者を県民一丸となって応援す

るとともに、「新しい生活様式」への対応を促進するため、地域の実情に応じて市

町村が行う消費喚起の取組を支援する。 

〔企画振興部〕 

 

（９）相談支援体制の強化 

    失業や離職等により生活に困窮している方の住まいの確保や就労に向けた支

援を行うため、県が設置する生活就労支援センター「まいさぽ」の人員体制を強

化する。 

                                〔健康福祉部〕 
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（10）ひとり親世帯の支援 

    新型コロナウイルス感染拡大の影響により、子育て負担の増加や収入の減少が

生じている郡部にお住いのひとり親世帯を支援するための臨時特別給付金につ

いて引き続き広報等を行うとともに、対象者への給付を行う。 

※ 市にお住いの方については、各市が実施 

                                〔県民文化部〕 

 

 

６ 誹謗中傷等を抑止し県民の絆を守るための取組《重点５》 

 

（１）人権への配慮 

患者・感染者、医療機関や福祉施設等で治療等に携わっている方々、交通機関

や物流など県民生活の維持に必要な業務に従事されている方々やその家族に対

し、人権侵害が起きないよう、正確な情報発信や啓発などの取組を行う。 

また、感染拡大している地域に居住する方々や当該地域と行き来されている

方々に対し、不当な差別的取扱いや誹謗中傷を行わないよう呼びかける。 

〔県民文化部・各部局〕 

 

（２）誹謗中傷等を抑止し、温かい社会をつくる取組 

誰もが感染する可能性があるという意識を浸透させ、感染者等を応援し、治療

を終えた方等が安心して日常生活に戻ってくることができる地域・社会をつくる

ため、新型コロナ関連人権対策チームを中心に、部局横断・関係機関の連携を強

化し、誹謗中傷等の状況把握・共有、事案に応じた対応や効果的な啓発・情報発

信を行う。 

〔県民文化部・各部局〕 

 

 

７ その他重要な事項 

 

（１）県立学校についての取扱い 

以下の二点を最重要項目として、「県立学校再開ガイドライン」に基づき教育

活動を進める。 

・引き続き、感染リスクを可能な限り低減させる。 

・子どもたちの学びを最大限保障する。 

〔教育委員会〕 

 

（２）県有施設についての取扱い 

    県有施設（集会施設、展示施設、スポーツ施設、博物館、美術館、図書館
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等）については、感染防止策の徹底を図りながら運営する。 

 〔各部局〕 

 

（３）県主催イベント・行事の実施のための当面の判断基準 

県主催イベント・行事については、当面、別添「県主催のイベント・行事の実

施のための当面の判断基準」に従い実施する。 

                                  〔各部局〕 

 

（４）民間主催のイベントに対する要請 

民間が主催するイベント等については、以下の基準を遵守するよう要請する

（特措法第 24 条第９項）。 

     また、イベントを開催する前に参加者へ接触確認アプリのインストールを促す

ことや、感染拡大防止のため必要に応じて参加者名簿の作成などにより連絡先等

を把握することについて、イベント主催者に要請する。 

さらに、全国的な人の移動を伴うイベント又は大規模なイベントの開催を予定

する場合には、県に事前相談をするよう施設管理者又はイベント主催者に依頼す

る。 

※イベント開催の目安（７月 10 日から８月 31 日までと同様） 

・屋内・屋外ともに 5,000 人以下 

・上記人数要件に加え、屋内にあっては収容定員の半分程度以内の参加人数

にすること。屋外にあっては人と人との距離を十分に確保できること。（で

きるだけ２ｍ） 

（注）上記の人数は、主催者と参加者のいる場所が明確に分かれている場合

には参加者数のみを計上することとし、主催者と参加者のいる場所が明確

に分かれていない場合には両者を合計した数とする。 

 また、上記の人数に満たないイベントであっても、イベントの形態や場

所によってリスクが異なることには十分に留意するとともに、参加者の名

簿を作成して連絡先等を把握しておくなどの感染防止策を講じること。 

 

・お祭り、花火大会、野外フェスティバル等の人数の把握が困難で全国的又

は広域的な人の移動が見込まれるものは、中止を含めて慎重な検討を求め

る。 

・地域で行われる盆踊り等、全国的又は広域的な人の移動が生じない行事に

ついては、十分な感染防止策を実施するとともに、接触確認アプリの活用

を参加者に促し、連絡先を把握する等の対策を講じること。 

〔各部局〕 

（５）避難時における新型コロナウイルス感染症対策の取組 

市町村と連携した「信州防災逃げ遅れゼロプロジェクト」の一環として、住民

が「３密」を避けた多様な方法による避難ができるよう、避難所への避難のほか、
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知人・親戚宅への避難を検討することの周知、指定避難所以外のホテル・旅館等

の避難先の確保などに取り組む。 

〔危機管理部・健康福祉部〕 

 

 

（なお、特措法の根拠規定を記載した取組以外は、長野県新型コロナウイルス感染症等

対策条例（令和２年長野県条例第 25 号）第５条に基づく感染症対策として実施するも

のである。） 

 

 



 

 

県主催のイベント・行事の実施のための当面の判断基準（案） 

 

ウイルスとの共存を図るため、感染拡大を予防する「新しい生活様式」を社会経済全体

に定着させつつ、社会経済活動を実施していくことが求められています。 

県としても、感染防止に最大限の留意を払いながら、必要なものは実施していくことと

します。各部局においては、イベント等を開催するに当たっては、新型コロナウイルス感

染症が、飛沫や接触によりウイルスが目・鼻・口から入って感染することを踏まえ、参加

者及び職員への感染を防止するための行動を自ら考え、工夫し、そして実践してください。 

当面、県主催のイベント・行事の実施については、以下のとおり対応することとします。

「新しい生活様式」の定着を推進し、県民の皆様の生活を支え、経済の再生を図るべく、

積極的に業務を行いましょう。 

なお、急激な感染拡大が生じた場合にあっては、イベント等の中止や施設の閉館等を行

う必要があり、そうした事態にも常に備えておくこととします。 

 

県主催のイベント・行事の実施のための当面の判断基準 

 

１ 県主催のイベント・行事開催の目安 

【９月１日～９月 30日】 

・ 屋内・屋外ともに 5,000人以下 

・ 上記人数要件に加え、屋内にあっては収容定員の半分程度以内の参加人数 

にすること。屋外にあっては人と人との距離を十分に確保できること。（でき

るだけ２ｍ） 

・ 全国的又は広域的な人の移動を伴うものは、中止を含めて、慎重に検討す

る。 

（注） 上記の人数に満たないイベント・行事であっても、その形態や場所によってリスクが異な

ることには十分に留意するとともに、必要な場合は、参加者の名簿を作成して連絡先等を把握

しておくなどの対策を講じること。 

 

【10月１日～】（※国における検討経過を踏まえて、改めて検討する。） 

 

２ 県主催のイベント・行事を開催するに当たっての留意事項 

イベント・行事を安全に開催するためには、「信州版『新たな日常のすゝめ』」の

内容や、新型コロナウイルス感染症の特徴を踏まえながら、参加者及び職員への感

染を防止するための対策・行動について、主催者自ら考え、工夫し、実践すること

が求められる。 

担当部局は、以下の項目を参考としながら、安全な開催に向けて十分に検討した

上で、イベント等の準備を進めていくこと。 

 

別 添 



 

 

 

（１）開催前 

・ 風邪（発熱・咳等）症状がある方に対する入場拒否の可能性の事前の周知 

・ 当該イベントの参加者で感染者が出た場合における、保健所の聞き取り調査

協力の事前の要請 

・ 接触確認アプリのインストールの事前の求め 

 

（２）会場準備 

・ アルコール手指消毒液等の各所への設置、職員や参加者・利用者への手洗いや 

手指消毒徹底の周知 

・ 参加・利用人数を施設規模（定員）の半分以内に制限 

・ 座席の隣との間隔を一人席分空けるなど、十分な距離の確保（２ｍ程度の間

隔、パネルの設置など） 

・ 共有物など参加者の手が触れる物・場所について消毒用アルコール等による

事前の拭き取りの実施 

 

（３）入場時 

・ 職員や参加者・利用者にマスク着用の周知、着用なしの場合の配付等の対応 

・ 入退時の出入口の分離、人の流れの一方通行化など、人と人が交錯する機会を

極力減少させる等の配慮 

・ 入場時の検温の実施 

・ アルコール手指消毒液等を受付に設置し、手指消毒徹底の求め 

・ 催物開催中、大声を出すことを控える等の参加者への周知 

◆不特定多数の者が参加するイベントにおいて 

・ 参加者名簿に、氏名・住所・電話番号の記載を求める等、感染者発生時に

おける追跡・調査を可能とするための準備 

 

（４）終了後 

・ 終了後に共用場所の消毒（拭き取り）の実施 

・ 参加者のリストについて、長野県個人情報保護条例に従った適切な管理、また

１か月程度を目途とした廃棄 

（注） 上記の項目をすべて満たさない場合であっても、直ちにイベント・行事の開催が不可となるわ

けではない。実施の形態や場所によってリスクが異なることに留意しながら、感染防止のための対

策について十分な検討を行った上で、実施の判断を行うこと。 

 



新型コロナウイルス感染症は、咳・くしゃみや、２ｍ以内

でマスクをせずに会話を行うことで生じる飛沫が目・鼻・

口に入ることで感染します（飛沫感染）。また、ウイルス

がついた手で目・鼻・口に触れることで感染します（接触

感染）。

感染を防止するための行動を自ら考え実践しましょう。

○感染防止の３つの基本（身体的距離の確保、人込みの中

でのマスク着用、手洗い）を徹底しましょう。

○「３つの密」（密閉、密集、密接）を回避しましょう。

○毎日の健康チェックを欠かさずに行いましょう。風邪

症状があるときは、外出を避け、症状が長引くときや

息苦しさや高熱などの強い症状がある時は、かかりつけ

医や保健所に相談しましょう。

長 野 県

信州版「新たな日常のすゝめ」県民の皆様



事業者の皆様は、次の取組をお願いします。

長 野 県

信州版「新たな日常のすゝめ」

○マスク着用や小まめな手洗いをスタッフに徹底させま

しょう。

○スタッフの体調管理、健康チェックを行いましょう。

また、発熱の症状などがある人が休みやすい環境を整え

ましょう。

○「３つの密」 （密閉、密集、密接）を作らない環境の

整備に取り組みましょう。

○施設内の定期的な換気や設備、器具などの定期的な消

毒・洗浄を行いましょう。

○在宅勤務や、時差出勤、交代制勤務などによる勤務時間

の分散等を推進しましょう。

○お客様に咳エチケットや手指の消毒を呼びかけましょう。

○「新型コロナウイルス対策推進宣言」を積極的に行う

など、お店の取組をお客様にお知らせしましょう。

事業者の皆様



毎日の健康チェックを欠かさず
に行いましょう。風邪症状がある
ときは、外出を避けましょう。

信州版「新たな日常のすゝめ」ポスター（2020.7.1）

信州版

新型コロナウイルスは、目・鼻・口から感染します。

感染を防止するための行動を自ら考え実践しましょう！

身体的距離の確保

体温確認

体調確認

行動履歴確認

マスクの着用
   （人混みの中、会話の際）

手洗い・手指消毒

３つの基本 ３密の回避 ３つの確認

長野県

多数が集まる

密集場所
間近で会話や発生をする

密接場面

2m

接触
感染

飛沫
感染

３つの条件が揃う
場所がクラスター
 （集団）発生のリス
 クが高い！

咳・くしゃみや、２m以内でマスクをせずに

会話を行うことで生じる飛沫が

目・鼻・口に入ることで感染します。

ウイルスがついた手で
目・鼻・口に触れること

で感染します。

長野県PRキャラクター
「アルクマ」

©長野県アルクマ

換気の悪い

密閉空間

症状が長引くときや息苦しさや高熱などの強い症状がある時は、かかりつけ医や有症者相談窓口に相談しましょう。



「信州地域支えあいキャンペーン」の取組状況 

産業労働部・営業局・観光部・農政部・企画振興部 

 

Ⅰ 信州地域支えあいキャンペーンについて 

１ 趣旨 

  新型コロナウイルス感染症の拡大により、令和元年台風第 19号災害から地域経済

の早期回復に向けた取組を一旦中断することとなったが、５月に緊急事態宣言が解除

されたことから、災害復興も含めてキャンペーンにより経済再生に取り組む。 

 

２ キャンペーン概要 

  地域住民に以下の「３つの支え合いアクション」を促し、コロナウイルス等により

落ち込んだ地域経済の再生の輪を広げる。 

 「利用する」・・宿泊施設や飲食店等を率先利用 

 「購入する」・・飲食店等が行うテイクアウト等を利用 

 「支える」・・・クラウドファンディング等で事業者を支援 

 

３ 主な事業実績 

 事業名 概要 実績 

利

用

す

る 

地域支えあいプラスワン 

消費促進事業 

市町村による商品券等

消費喚起の取組を支援 

取組開始     96事業 

（8/25現在） 

新型コロナ対策推進宣言 事業者の感染防止策 

ＰＲ 

宣言者数  9,230事業者 

（7/31現在） 

ディスカバー信州 

県民応援割 

宿泊・旅行代金割引 

（利用期間 7/1～8/1） 

宿泊割    6万枚販売 

観光クーポン券 

（利用期間 7/1～8/31） 

お出かけ割  10万枚販売 

県民向け長野県ふっこう割 

（利用期間 5/26～6/30） 

宿泊・旅行代金割引 販売金額   142,448千円 

県産品を食べて！使って！ 

応援 みんなで支えあおう 

キャンペーン 

県産品の消費拡大 販売金額   18,932千円 

（8/25現在） 

購
入
す
る 

「テイクアウト信州」 

キャンペーン 

県ＨＰ特設サイトで 

取組事業者紹介 

掲載店舗数 約 5,000店舗 

（7/29現在） 

支

え

る 

飲食・サービス業等新型コ

ロナウイルス対策応援事業 

地域事業者グループの

新規共同事業を支援 

応募事業者  584グループ 

（6/17現在） 

お宅に届く信州の名産品 

“信州ふるさと割”事業 

地域の名産品を通販サ

イトにて 3割引で販売 

参加事業者数  160事業者 

         486商品 

（8/25現在） 

資料６ 



Ⅱ 事業概要 

１ 宿泊施設や飲食店等を地元住民が利用することで支援する取組 

○地域支えあいプラスワン消費促進事業（企画振興部） 

市町村が地域の実情に応じて実施するプレミアム付き商品券の販売、商品券の配布等の

消費喚起の取組を支援。 

【取組状況】64市町村、96事業（8/25現在） 

（内訳）※県ホームページに事業一覧を掲載 

プレミアム付き商品券 ：50事業（52.1％） 

商品券        ：26事業（27.1％） 

割引・クーポン    ：16事業（16.7％） 

ポイント還元他    ：４事業（4.2％） 

 ※市町村単独事業含め、全 77市町村が消費喚起の取組を実施予定 

【備考】事業者に対する感染症防止策の徹底（「新型コロナウイルス対策推進宣言」の

促進等）とともに、「新しい生活様式」に係る住民への広報・啓発を図る。 

 

○「新型コロナ対策推進宣言の店」（産業労働部） 

宣言ステッカー50,000枚印刷・配布（５月下旬～）、ダウンロード用ポスターを HP上に 

掲載。宣言者数：9,230事業者（7/31現在） うち県民応援割参加者数：5,561事業者 

【備考】適切な感染防止策を講じた事業者を応援するとともに、県民の皆様が安心して利用

や買い物等ができる環境づくりを支援。事業者には、「＃ながのコロナ対策の店」を

つけて取組状況を SNSへ投稿するよう呼びかけ。 

 

○「ディスカバー信州県民応援割」（観光部） 

・県民向けの宿泊・旅行代金割引と地域観光クーポンを提供し、観光需要喚起を図る 

・販売状況 

クーポン 

種類 

販売場所 販売枚数 販売状況 

（8/25現在） 

宿泊割 ファミリーマート 当初販売（6/26） 20,000枚 

追加販売（7/3）  10,000枚 

8/1事業終了 

8/1事業終了 

旅行会社等 当初販売（6/26） 20,000枚 

追加販売（7/3）  10,000枚 

8/1事業終了 

8/1事業終了 

お出かけ割 ファミリーマート 当初販売（7/1）  90,000枚 完売 

観光協会等 当初販売（7/1）   10,000枚 完売 

※クーポン利用施設（5,561施設）は全て「新型コロナウイルス対策推進宣言」の登録店舗 

 

 

 



 

○「地域支え合い観光緊急事業」（観光部） 

・地域の観光関係者が協働して行う地域内観光客受入再開の取組みを支援 

事業実施件数：35件（8/11現在） 

事業区分別内訳：感染対策 14件、雇用対策：1件、早期喚起 5件、新常態 15件 

・事業例 

項目 事業団体 事業内容 

感染症対策や雇用維持等

観光事業者の経営継続に

資する早期の取組 

（一社）ちの観光まち

づくり推進機構 

観光関連事業者向け感染症対策運営手順

書作成と対策セミナーによる体制整備 

（株）南信州観光公社 地域住民対象モニターツアーで魅力再発

見と安心安全な受入態勢の理解促進 

観光需要の早期喚起を 

目的とした取組 
（一社）長野伊那谷 

観光局 

団体バス旅行安全モデル構築のための 

モニターツアー実施と検証、商品造成  

軽井沢観光協会 ファミリー県民対象の観光列車「ろくも

ん」モニタープラン実施による需要喚起 

新常態を見据えた観光 

コンテンツ開発等の取組 
（一社）駒ヶ根観光 

協会 

３密回避とオーバーツーリズム対策の 

予約システム導入実証実験 

須坂市観光協会 地域の観光コンテンツや飲食ポイントを

掲載したデジタルマップの作成 

 

 

○「長野県民向け長野県ふっこう割」（観光部） 

取扱旅行会社：114社 販売状況：141,156千円 利用者数：29,042人泊（8/13現在） 

【備考】旅行や宿泊代金を最大 1泊 5,000円割引。5月 26日から 6月 30日まで販売。     

 

○GoToトラベル（国事業） 

県民の支え合いによる県内旅行を促進するため、GoTo トラベルが県内旅行の対象とな

ること、申込は旅行会社に予約する等簡単であることを周知し、利用を呼びかけ。 

【備考】宿泊代金・旅行代金の 35％を割引。9月以降は 15％相当の地域共通クーポン券

が付与される。割引上限額：宿泊 14,000円（1泊につき）、日帰り 7,000円  

回数制限：なし 

 

○県産品を食べて！使って！応援 みんなで支えあおうキャンペーン（営業局・農政部） 

・農畜水産物（花束、牛乳、信州プレミアム牛肉、信州黄金シャモ、信州サーモン、信州

大王イワナ等）の消費拡大（8/25現在） 

県内企業と連携した消費拡大 販売金額：9,767千円 

県庁内における斡旋 販売金額：9,165千円 

・「NAGANOマルシェ」（（一社）県観光機構が運営するネット販売）を活用した消費拡大 

信州プレミアム牛肉を掲載して銀座 NAGANOの顧客（4,000人）にＤＭを送付 

 

 



○県産花きの緊急消費拡大推進事業（農政部（長野県花のある暮らし推進協議会）） 

・メディア等での県産花きの活用促進、公共施設（県内主要駅）での花飾り、医療機関・企業 

での花活用の提案、小中学校での花育活動を実施 

[メディアと連携した県産花きＰＲ] 

県産花きＰＲ動画制作（全７品目予定）とＴＶ番組及びＳＮＳでの発信 

・家庭での花の楽しみ方動画のＴＶ番組内での放映（ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ、花束作りなど） 

（カーネーション：7/25(土)、31(金)、輪ギク：8/22(土)、28(金)） 

・産地ＰＲ動画のＴＶ番組内での放映 

  （輪ギク：8/29(土)予定）  ※９月以降も１月まで県産花き７品目について放映 

[県内主要駅（松本、長野）、医療機関・企業でのフラワーアレンジメントの展示] 

・県内主要駅（松本駅、長野駅）での展示スペースの設置（7/1～） 

・感染症指定医療機関（11か所）へ生産者団体・生花店と連携し提供（7/6～） 

・県内ＴＶ局のスタジオ、ＪＡバンク窓口・Ａコープ店舗へ提供（8/22～） 

２ 飲食店等が行うテイクアウト等で購入することで支援する取組 

○「テイクアウト信州」キャンペーン（営業局） 

取組地域：県全域 

掲載サイト数：82  掲載店舗数：約 5,000店舗（重複有）（8/25現在） 

【備考】県公式ＨＰに特設サイト開設、ハッシュタグ「＃テイクアウト信州」をつけ

て SNSに投稿してもらうことで情報拡散 

 

○飲食・宿泊業クラウドファンディング活用応援事業（営業局） 

主催：長野県のお店にエールプロジェクト実行委員会（経済４団体） 

日程：参加店募集 6/15～7/3  参加店舗数：761店舗 

   支援募集 7/4～7/29（9/3より第２弾募集予定） 

３ 事業者を支える取組 

○ハローワークと連携した農家と観光事業従事者のマッチング相談会（農政部） 

佐久地域：５月８日（金）実施＠佐久合庁 

求人農家：14経営体  求職者：30名（うち観光関係：5名、交通関係：1名、飲食関係：3名） 

【備考】今後、県内５地域（上田、諏訪、上伊那、松本、長野）で個別相談会を実施予定 

 

○県産食材「食べて応援」地域内消費推進事業（農政部） 

[学校給食への県産ブランド食材の地元業者を通じた提供] 

・先行実施（7/20） 

小布施町の小中学校給食に地元産信州プレミアム牛肉を提供（２校 約 900名） 

・本格実施（９月～） 

提供品目：信州プレミアム牛肉、信州サーモン、信州黄金シャモ、ニジマス、鯉 

提供予定校：約 600校 

[ウェブサイトにより提供品目の買える店・食べられる店を紹介] 

実施時期：９月～ 



 

○飲食・サービス業等新型コロナウイルス対策応援事業（営業局） 

応募事業者：584グループ（6/17現在） 

【事業内容】事業者がグループを形成し共同で取組む新事業を支援 

・事例 

事業名 構成事業者・協力者 事業内容 

商店街の空き店舗を活用した 

テイクアウトマーケットの開設 

飲食店(10事業者)、 

タクシー会社 

(1)地域の飲食店が提供するテイクア

ウト商品を駅前商店街の空き店舗を

活用してまとめて販売 

(2)買い物弱者には地域のタクシー会

社と連携したデリバリーも実施 

(3)感染防止のため、店内への入場制

限なども実施 

タクシーを利用した 

お弁当や生活必需品の 

配達サービスの確立 

飲食店、酒屋、 

タクシー会社 

(1)お弁当をタクシーで配達するほ

か、生活必需品などの配達も併せて

行うサービスを構築 

(2)配達エリアを中山間地まで広げる

ことで、新しい販路も開拓 

(3)一人暮らし高齢者の買い物支援な

ど、地域課題の解決にも貢献 

異業種交流による 

地産地消ウエディングの提供 

飲食店、花屋、デザイ

ナー、花き生産者 

(1)大人数での結婚式が減少傾向を続

ける中、小規模ながら歴史的価値の

ある施設を活用した思い出に残るウ

エディングを地域の事業者が共同す

ることで開催 

(2)地元の食材や花きを活用すること

で、消費が減少した生産者も支援 

オンラインシステムを活用した

温泉街宿泊事業者による 

長期滞在型観光への転換 

宿泊事業者 

(16事業者) 

(1)共同オンラインショップを構築す

ることにより、以下の事業を展開 

①宿泊予約、②宿泊券の事前購入、 

③泊食分離（毎日違う懐石料理が楽

しめる）、④オンラインショップのみ

で購入できるお土産、⑤レンタサイ

クルの予約 

３密を回避した県下初の 

合同オンラインライブイベント

の開催と新たなファン層の開拓 

県内 6 か所のライブ

ハウス 

(1)来場が難しくなっている県内のラ

イブハウスが共同でオンラインライ

ブ配信を実施 

(2)配信に必要な機材を整備し、ライ

ブハウスの文化を新たなファン層に

も発信することが可能に 

 

 

 

 

 

 



○お宅に届く信州の名産品‟信州ふるさと割”事業（営業局） 

地域の名物商品や魅力的な商品を「ＮＡＧＡＮＯマルシェ」（一般社団法人長野県観光

機構が運営する通販サイト）において３割引で販売 

６月４日（木）参加希望事業者の募集開始 

６月 26日（金）「ふるさと割商品」販売開始 （販売期間：6/26～12/25） 

６月 30日現在 参加事業者数 61事業者 

※８月 25日現在 参加事業者数（登録手続中を含む） 160事業者 486商品 

 

 



 

長野県県民文化部人権・男女共同参画課 ＴＥＬ ０２６－２３５－７１０６ 

    「ただいま」「おかえり」と言いあえる地域に 

 

 

 

◆シトラスリボンを作ってみましょう！ 

好きな色・材質のリボンや紐を準備します。「地域・家庭・職場（学校）」を示す「３

つの輪」を作れば、「シトラスリボン」の完成です。 

完成したシトラスリボンを身につけるのはもち

ろん、職場等の出入口や窓口、郵便ポストなど色々

な方の目に触れる場所に掲示することで、シトラス

リボンの輪を広げましょう。 

 

★シトラスリボンの作り方（Youtube） 

https://www.youtube.com/watch?v=nE9AlwWJZ2Q 

★シトラスリボンプロジェクト公式ホームページ https://citrus-ribbon.com/ 

 

 

長野県は、「シトラスリボンプロジェクト」に賛同し、 

心身ともに安心した暮らしを続けられる社会を目指します。 

『シトラスリボンプロジェクト』って…？ 

誰もが新型コロナウイルス感染症に感染するリスクがあるなか、たとえ感染して

も地域のなかで笑顔の暮らしを取り戻せることの大切さを伝え、感染された方や医

療従事者が、それぞれの暮らしの場所で「ただいま」「おかえり」と受け入れられ

る雰囲気をつくり、思いやりがあり暮らしやすい社会を目指す、愛媛県の有志グル

ープ「ちょびっと 19+」が進めるプロジェクトです。 

「シトラスリボン」のそれぞれの輪は、「地域」「家庭」「職場（または学校）」を

象徴しています。 

みんなで広げよう！ 

シトラスリボンプロジェクト 

 

↑ＮＰＯ法人健康サポー

トまごの手（上田市）が作

成したシトラスリボン 

https://www.youtube.com/watch?v=nE9AlwWJZ2Q
https://citrus-ribbon.com/
N1390030
テキスト ボックス
資料７

N1390030
四角形



長野県内陽性者発生動向 8月28日 14時現在 

週に1回程度更新 
次回8/20 

※施策ネタは新コロ室中川主事から提供 
（内線4705） 

矢印の位置に注意 

・各週月曜日始まり ・各月の1日を含む週を第１週とする 
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長野県内陽性者発生動向 8月28日 14時現在 

週に1回程度更新 
次回8/20 

※施策ネタは新コロ室中川主事から提供 
（内線4705） 

矢印の位置に注意 

・各週月曜日始まり ・各月の1日を含む週を第１週とする 
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長野県内陽性者発生状況 8月28日 14時現在 

★ 感染源が推定できない例 
♦ 感染源など調査中の例 
■ 無症状病原体保有者 
▲ 再陽性 

入院中の方がいる地域 

【大町保健所管内】 

入院 
0 

退院 
12 

【木曽保健所管内】 

 入院 
0 

退院 
4 

【北信保健所管内】 

入院 
3 

退院 
15 

感染者総数219人 
(うち入院59人／入院予定12人／退院147人)※ 

【松本保健所管内】 

 
入院 

1 
退院 
29 

  うち 
 ★5 
 ♦1 
 ■5 

【飯田保健所管内】 

 入院 
０ 

退院 
６ 

うち 
■１ 

【長野市保健所管内】 

退院 
25 

【長野保健所管内】 

入院 
８ 

退院 
２ 

うち 
★6 
■1 

【上田保健所管内】 

退院 
16 

うち 
★1 
■1 
♦2 

【諏訪保健所管内】 

退院 
15 

うち 
★３ 
■２ 

【伊那保健所管内】 

入院 
0 

退院 
13 

うち 
★１ 
■１ 
▲１ 

  うち  
■1 【佐久保健所管内】 

入院 
５ 

退院 
10 

うち 
★２ 
■１ 

佐久・上田・北アルプス・長野圏域 
     「感染警戒レベル3」 

「新型コロナウイルス警報」発令中 
その他地域「感染警戒レベル２」 
「新型コロナウイルス注意報」発令中 

 
※他県へ帰県した１例は入退院者数に含みません。 
 

うち 
◆９ 
■２ 

うち 
◆36 
■3 

うち 
★2 

うち 
■2 

113例目について 
→「他県へ帰県した１例は入退院者数に含
みません」へ変更（8/21更新分から） 

うち 
◆3 
★1 

うち 
♦1 

うち 
★１ 

うち 
♦４ 
■２ 

入院 
31 

入院予定 
９ 

うち 
◆2 

入院 
９ 

入院予定 
３ 

入院 
２ 



新型コロナウイルス感染症の状況 

・陰性確認のための検査を除きます。 
・重症とは人工呼吸管理が必要な方またはICUで治療している方としています。 
・入退院者数には、空港検疫所における陽性例(3例)、県外診断例(２例)を含みます. 
・県内陽性例(113例目)は、他県へ帰県のため、入退院者数に含みません。 
・クルーズ船からの患者受入・下船者を除きます。 
・検査実施人数、陰性数は８月26日時点の実績です。 
 
 

8月28日 14時現在 

陽性者数 
（累積） 

 

219人 
 

※うち23名は 

無症状 
病原体 
保有者 

 

退院 
 

152人 
 

※うち14名は 

無症状 
病原体 
保有者 

 

入院中 
 

59人 
 

入院予定 
 

12人 
 
 

 

重症 
 

１人 

陰性 
 
 

12,837人 

検査実施 
人数 

 

13,037人 
 



陽性者数の推移（日別） 

陽性者累計219人 
8月28日 14時現在  
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感染経路不明・調査中の陽性者数 感染経路が推定できる陽性者数 



陽性者数の推移（累計） 

陽性者累計219人 
8月28日 14時現在  
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感染経路不明・調査中の陽性者数 

感染経路が推定できる陽性者数 



入退院者の状況（累計） 
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8月28日 14時現在  

（うち県外における陽性例：0人） 
（うち空港検疫における陽性例：0人）  

入院中 59人 退院済152人 

※空港検疫所における陽性例(3例)、県外診断例(２例)を含みます。 
※県内陽性例(113例目)は他県へ帰県のため、入退院者数に含みません。 

空港検疫関係 
①4/8~4/19 
②6/30~7/13 
③6/10～7/10 

※グラフは、前日までの数値を反映しています。在院日数には、退院日を含みます。 

＜本表作成方法＞ 
入院中、退院済の人数については、その
時点の人数を手入力。 
※N113は入退院に含めない。 
※号外２例を入退院数に含む 
※検疫所における陽性例３例を入   
  退院数に含む 
 
データの編集より、グラフデータを編集 
※グラフは前日時点のデータとなります。 
→毎日作成の統計データ６より、前日 
  時点のデータを抽出し、手入力。 
→６のデータには、検疫所の陽性例は 
  含まれていないため、少し頭を捻って 
  ください。現在は、６の退院者数-3と  
  なります。（以下、８月19日作成の
場合の確認項目です。） 



検査実施数（日別） 
※陰性確認のための検査を除きます。 
※検査件数は暫定値であり、後日遡って修正する場合がございます。 
※休日・祝日の県内医療機関等における保険診療による検査件数は、 
   翌開庁日に集計しています。 
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抗原検査(定性) 

抗原検査(定量) 

遺伝子検査 

211人 累計 13,037人 

8月26日現在 実績値（前日比：+22件） 



新型コロナウイルス感染症に関する相談状況（日別） 
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430件  累計86,249件 

8月26日現在 実績値（前日比：+38件） 

※休日・祝日の相談件数については、翌開庁日に 
   集計しています。 



新型コロナウイルス感染症　各都道府県感染状況モニタリング表
8月28日9時時点 (前日までの人数を集計)

(前日比)

北海道 5,244,153 10 17 14 8 7 7 10 73 - 15 1.39
青森県 1,233,585 0 0 0 0 0 0 2 2 + 2 0.16
岩手県 1,214,304 0 0 1 0 1 6 0 8 - 2 0.65
宮城県 2,294,793 2 0 1 0 0 0 1 4 - 1 0.17

秋田県 954,425 0 0 0 0 1 2 0 3 - 1 0.31 首都圏、中京圏、関西圏、北九州圏、沖縄県等との往来について
は、必要最低限とするよう要請

山形県 1,067,024 0 0 0 0 0 0 0 0 - 1 0.00
福島県 1,828,397 2 2 1 3 6 5 7 26 + 0 1.42 ３密や感染防止対策が徹底されていない施設は避けるよう要請

茨城県 2,856,788 11 8 5 4 5 12 8 53 + 5 1.85 都内への不要不急の移動や滞在の自粛を要請

栃木県 1,934,043 2 0 1 0 0 5 1 9 - 1 0.46 長時間の会食等の回避、感染防止対策を講じている施設の利用を
要請

群馬県 1,928,931 10 13 6 4 8 16 18 75 + 4 3.88 東京、大阪、沖縄等の感染者数が特に多い都府県への不要不急
の移動自粛を要請

埼玉県 7,347,078 50 66 31 30 35 54 69 335 - 4 4.55

・発熱の症状があるなど体調の悪い人の外出自粛
・夜の繁華街に限らず、感染症対策が十分にとられていない施設の利用回
避
・キャバクラ店やホストクラブなど接待を伴う飲食店のうち業界ガイドライン
に従った感染症対策が徹底されていない施設の使用停止
・都内での会食や観光の自粛

千葉県 6,284,300 54 43 36 27 33 43 45 281 - 19 4.47
・多人数での会食を自粛するよう協力要請
・感染防止対策が徹底されていない施設の利用回避を要請
・感染防止対策が徹底されていない飲食店店などに対し休業要請

東京都 13,999,624 258 256 212 95 182 236 250 1,489 - 89 10.63
都内全域の酒類を提供する飲食店とカラオケ店に再び営業時間の
短縮を要請

神奈川県 9,219,863 82 101 50 39 57 85 66 480 - 38 5.20
神奈川警戒アラート発令
・３つの密を避けるなど感染対策の用心の徹底
・感染防止対策がなされていない場所に行かないことの呼びかけ

新潟県 2,203,764 0 1 1 0 0 0 1 3 - 1 0.13 長時間の会食等感染リスクが高い行動の回避を要請

富山県 1,036,881 2 3 2 1 8 10 8 34 + 3 3.27 「富山アラート」発令
首都圏、関西圏、中京圏の感染多数発生地域との往来自粛

石川県 1,131,927 8 18 16 7 12 7 13 81 - 6 7.15 飲酒を伴う飲食やカラオケ店の利用について来県者も含め特に慎
重な判断を要請

福井県 764,152 1 4 2 1 7 6 13 34 + 12 4.44
「福井県感染拡大警報」発令
「感染防止徹底宣言」ステッカー非掲示店舗の利用は控えること、
東京都への不要不急の往来は控えること等を要請
また、一部地域のカラオケを伴う飲食店に休業要請

山梨県 807,084 1 1 3 1 1 3 0 10 - 3 1.23 休業等の協力要請を行う施設への外出を自粛するよう協力要請

長野県 2,037,228 9 6 3 11 2 9 6 46 + 4 2.25
岐阜県 1,978,463 1 5 1 4 5 1 2 19 - 7 0.96 「第２波非常事態」宣言

静岡県 3,623,611 0 6 5 5 8 6 12 42 + 10 1.15 マスク非着用での歌唱や大声での会話等リスクの高い行為、感染
拡大地域との不要不急の往来回避を要請

愛知県 7,550,890 90 69 50 43 43 50 39 384 - 43 5.08 ５～６人以上の大人数での会食や宴会の自粛、東京を中心とする
首都圏への不要不急の移動の自粛等を要請

三重県 1,771,147 13 6 5 11 0 1 6 42 - 9 2.37 独自の「緊急警戒宣言」　県外繁華街への移動自粛を要請

滋賀県 1,412,846 7 11 7 10 14 8 5 62 + 0 4.38 感染防止対策が取られていない施設の利用回避等　協力要請

京都府 2,573,371 38 25 13 7 17 31 27 158 - 14 6.13 京都府のモニタリング指標による特別警戒基準
接待を伴う飲食店等の利用自粛等　協力要請

大阪府 8,824,394 166 134 121 60 119 119 94 813 - 38 9.21 大阪モデル モニタリング指標による警戒を呼びかける黄信号
５人以上の宴会・飲み会は控える等　協力要請

兵庫県 5,446,299 39 33 24 8 23 28 22 177 - 13 3.24 東京都等感染再拡大地域への不要不急の移動自粛等　協力要請

奈良県 1,324,985 10 10 8 2 6 4 4 44 - 8 3.32
和歌山県 915,725 4 2 0 2 0 1 0 9 - 4 0.98
鳥取県 552,111 0 0 0 0 0 0 0 0 + 0 0.00
島根県 667,971 0 0 1 1 1 0 0 3 + 0 0.44
岡山県 1,884,616 2 2 3 3 1 0 1 12 - 1 0.63
広島県 2,799,355 4 2 1 1 1 0 1 10 - 4 0.35 リスクが高い地域への移動や施設の利用回避の要請

山口県 1,327,425 0 7 4 3 6 15 6 41 - 5 3.08
徳島県 722,653 7 0 2 3 2 9 4 27 + 3 3.73
香川県 950,306 0 0 0 3 0 1 0 4 - 3 0.42
愛媛県 1,329,285 1 1 1 0 0 0 0 3 + 0 0.22
高知県 699,522 1 1 2 0 0 9 0 13 + 0 1.85

福岡県 5,109,115 87 68 63 51 53 60 64 446 - 6 8.72 福岡コロナ警報
業種別ガイドラインを遵守していない店の利用の自粛要請

佐賀県 809,486 7 4 4 2 1 2 2 22 - 2 2.71
長崎県 1,313,322 1 6 3 3 4 4 7 28 + 5 2.13 若い世代の感染拡大のリスクが高い場所への立ち寄り自粛を要請

熊本県 1,737,660 13 11 5 4 5 5 6 49 - 9 2.81 不要不急の県外への外出の自粛の徹底を要請

大分県 1,126,741 3 1 0 2 0 3 1 10 - 3 0.88

宮崎県 1,064,681 6 8 4 4 5 0 1 28 - 5 2.62 感染拡大緊急警報
県外との不要不急の往来について自粛を要請

鹿児島県 1,591,674 0 1 1 4 2 1 2 11 - 1 0.69
沖縄県 1,457,733 30 31 25 22 32 34 36 210 - 9 14.40 県独自の緊急事態宣言

計 125,953,731 1,032 983 738 489 713 898 860 5,713 4.54
・「直近１週間の人口10万人当たり新規感染者数」 0.5～ 1.0～

※人口は各都道府県発表の人口推計による（8/1時点での最新のもの）。北海道は発表がないので住民基本台帳人口より。

※各都道府県の新規感染者数は長野県の独自調査による。

※直近１週間の人口10万人当たり新規感染者数が2.5を１週間下回った場合、呼びかけを変更します。

　で着色した都道府県については、現在慎重な行動を呼びかけています

　 で着色した都県については、現在往来の必要性を検討し、慎重に判断するとともに、高齢者等の重症リスクの高い方にはできるだけ往来を控えることを検討するよう
    呼び かけています。

8/24都道府県名 人　口 8/21 8/22 8/23 8/25 8/26 8/27
直近１週間
の新規感
染者数

直近１週間の
人口10万人当たり

新規感染者数
各都道府県の措置等の状況

都道府県名

都道府県名都道府県名



産業労働部

１　経営相談等（国、県、経済団体等 47箇所）

２　労働相談

３　支援施策

　申請書提出件数：１２，４９６件　　支給決定件数：１０，７０２件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R２．７．２９現在速報値）

 件数：１４，４３４件　相談内容：延べ１５，１３９件　（R２．７．２９現在速報値）

〇産業・雇用総合サポートセンター（R2.5.29～）　地域振興局10箇所、労政事務所４箇所

行政書士による支援　３６事業者　社会保険労務士による支援　４８事業者（Ｒ２．７．３１現在）

【経営支援】

【雇用支援】

【内容別】
・雇用調整助成金：11,312件
・保護者の休暇取得支援（助成金）：514件
・休業：1,414件　　等

【業種別(多い順)】
・製造業：3,270件
・飲食業：2,239件
・宿泊業：1,544件

【相談者別(多い順)】
・事業主：11,001件
・社会保険労務士：1,452件
・労働者：1,375件

【参考：長野労働局『最近の雇用情勢（令和２年６月分）』R2.7.29公表】
　・有効求人倍率：1.03倍（全国31位）　　・完全失業率2.1％(R2.1～3月期の推計値)

〇雇用調整助成金の申請状況

〇飲食・サービス業の事業多角化や「新しい生活様式」への転換支援

・事業者グループへの支援（上限 300万円）　 ５８４件　　１５．６億円

新型コロナウイルス感染症に係る県内産業の状況

〇長野県『経営・雇用に関する相談窓口（R2.1.30～）』　県及び地域振興局に11箇所

 ８２７件（R２．７．３１現在）

【内容別】
・金融関係：327件
・雇用関係：46件
・その他　：454件

【業種別(多い順)】
・飲食業：102件
・宿泊業：38件
・製造業：22件

※「よろず支援拠点」相談窓口を県内５箇所に拡充（R2.4.24）

〇長野労働局『特別労働相談窓口』　県内労働基準監督署等：県下21箇所に設置

〇長野県信用保証協会『経営相談窓口』
 ２６，１０７件（R２．７．３１現在）

【備考】
 業種、エリアを問わず相談件数が増加している。

・個別事業者への支援（国の持続化補助金に上乗せ）　６３０件（7/31現在：第２回公募まで）

 ９，２３０店（Ｒ２．７．３１現在）

〇新型コロナ対策推進宣言

〇県制度資金

・経営健全化支援資金（新型コロナウイルス対策 / 貸付利率0.8%）

 ８７３件　　２４９億円（Ｒ２．７．３１現在）

 １１，１５６件　　１，５６９億円（Ｒ２．７．３１現在）

・新型コロナウイルス感染症対応資金(3年間利子補給)

参考資料２



〇緊急就労支援事業（想定300名）　（R2.6.1～）

 雇用者数：６７名（Ｒ２．８．１４現在）

〇新型コロナウイルス危機突破支援金（１事業者 10万円）　（R2.7.10～R2.9.30）

 申請件数：３，４８８件　　支払件数：１，２１８件（Ｒ２．８．１４現在）

〇伝統的工芸品産業新規就業者定着促進事業（コロナ特別対応型）　（R2.7.8～）

 申請件数：４件　　　決定件数：３件　（Ｒ２．８．１７現在）

〇ジョブカフェ信州正社員チャレンジ事業（想定125名）

〇新型コロナウイルス感染症対策関連製品供給体制構築事業

 申請件数：２４件　 　決定件数：１１件

〇輸出向け食品等製造施設整備緊急支援事業

 申請件数：４件

【製造支援】

 申請件数：１２，６９４件　　処理件数：１２，６４８件（99.6%）（Ｒ２．８．１４現在）

【その他】

 事業参加者数：３９名　　職場実習決定者数：３名　（Ｒ２．８．１７現在）

〇コロナ対策緊急就業支援デスク強化事業（想定100名）

 ８月20日(木)に受付開始

〇県・市町村連携 新型コロナウイルス拡大防止協力金・支援金（１事業者 30万円）


